
山下　若菜

端末更改に向けて 
教育センターとしてできること

20250828教育家庭新聞

学校DX戦略アドバイザー

熊本市教育センター指導主事
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幼稚園　　　　6園 
小学校    　　92校 
中学校          42校 
高等学校  　　 2校　 
専修学校         1校 
特別支援学校   2校

学校数熊本市の概要

学習用端末
iPad 第10世代 
64GB 
LTEセルラーモデル 
※高等学校はChromebook 
　Wi-Fiモデル

端末導入数
約65,000台
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2018 2021 2025
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子どもが「学びとる」授業づくり
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「子どもが学びとる授業づくり」
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「子どもが学びとる授業づくり」
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先生の「やってみたい！」を育む
伴走型支援
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先生の「やってみたい！」を育む
伴走型支援

環境整備編 授業改善編
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環境整備編 授業改善編

•デジタ一斉授業のまま 
•どう改善したらいいか 
　　　　　　わからない 
•格差の広がり 
　（学校間・学校内）

•破損（過失や不注意） 
　　　　　　　の増加 
•情報担当の負担増

先生の「やってみたい！」を育む伴走型支援
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リーフレット改訂（教師編、児童生徒編、保護者編）

熊本市教育センター ホームページで 
公開してます！
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「タブレットびらき」のおねがい

・「タブレットびらき」動画 
　（児童生徒用、教員用） 
・授業展開案 
・サインインマニュアル 
・素材　　　　　　　などを共有

YouTubeで 
公開してます！
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　通知保管場所の一元化 こんな時どうする（FAQ）
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情報担当者との情報共有の場

• 通知を出した後にもわかりやすい言葉に変換したり、提出前のリマイン
ドをしたりも。 
• 情報担当者同士、わからないこと、有効だったことなどの情報交換も。
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現場のニーズに合わせた研修

• 電話一本 
• リクエストを聞きながらの内容 
• 校内研、学年部、有志など様々な
カタチに対応

• 時間外の自主型研修 
• どこからでも気軽に参加
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7年目で変化してきた現場のニーズ（導入時に小1児童が中1に）

格差の広がり
【背景】 
• 導入研修を受けていない先生の増加 
• 教職経験の少ない先生の増加 
• 多様な子どもたちの増加 
• 学調CBT化など教育DXの広がり

そもそも先生不足！ 
現場の疲労感を感じる…。

しかし、学びたい！という 
意欲のある先生もたくさん！
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一斉型研修からコース別メンター研修へ
【メンター研修の流れ（90分ver.)】

〈全体10分〉 
・世の中の流れや現状 
・研修の流れについて

〈標準アプリコース60分〉

〈学習支援アプリコース60分〉

〈グループ共有10分〉 
・それぞれ学んだことを 
グループにわかれて共有

〈全体10分〉 
・お得情報のお知らせ

•学びたいことが学べたという満足感 
•講師がいなくても誰かに聞けるという安心感
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初めて使ったアプリだったけど、思ったよりも簡単！ 
生活のまとめに使ってみたい！

メンター研修…学校の先生がメンターとして各コースを受け持つ
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受付時間 8:30〜17:30

月3回半日 
または 
月2回1日 
常駐

5⽉1⽇から�
変更になります！

熊本市教育センター 
オリジナルデジタル教材

熊本市　デジタル教材

ICT支援員との連携
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熊本市教育センター 
オリジナルデジタル教材

熊本市　デジタル教材
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熊本市版ICT教育モデルカリキュラム　2025年度版

ICT活用のステップ
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教科横断的な視点から編成した教育課程における情報活用能力の育成

・地域に密着した「本物」
　の課題の解決
・カリキュラムマネジメント

小学校

※R6リーディングDX　熊本市立五福小学校報告書より
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情報を収集し、
データを蓄積

ルーブリックをもとに、
集めた情報を整理・分析

蓄積したデータを活用し
て、動画を作成

※R6リーディングDX　熊本市立五福小学校報告書より

小学校
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授業実践（STEAM教育）
教科の学習での知識や学校行事の体験を生かして実社会に関する問題解決に取り組む。

中学校

※R6リーディングDX　熊本市立桜山中学校報告書より
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※R6リーディングDX　熊本市立桜山中学校報告書より

授業実践（STEAM教育）
教科の学習での知識や学校行事の体験を生かして実社会に関する問題解決に取り組む。

中学校
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③立体を表現する授業におけるイメージの具体化

◆美術１年「いとおかし～伝えよう！私の世界観～」　
●具体的な生成AI活用の場面

　従来は絵コンテのみで表現していたイメージ
を画像生成AIを使って表現。

自分の中のイメージを言
語化して画像生成AIに入
力し、画像を生成してイ
メージを明確にする。

画像生成AIを使って、自
分の店のイメージやお菓
子のイメージ、制服や
パッケージ、広告のイ
メージを作成する。

自分のイメージとの差異が生
じた場合、生成された画像を
生かして、自分のイメージを調
整、変更することも検討させ
る。

生成されたイメー
ジを生かし、お菓
子を本物そっくり
に作る。

※R6リーディングDX　熊本市立桜山中学校報告書より
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③修学旅行の行程作成

◆総合２年「修学旅行の自主活動の行程を考えよう」　
●具体的な生成AI活用の場面

班ごとに各個人の興味関心から生成AIを活用して京都の情報を得る。また、生成
AIを活用しながら班での訪問場所やルートを対話によって決定する。

●生成AI活用の流れと効果

深掘りするために、さらに
生成AIの活用やWebページ
の情報を収集する。

各自生成AIを活
用し、京都の情
報を得る。

班員がそれぞれの意見を出
し合い、対話によって訪問
先や活動を決定する。

生成AIを活用して、距離
や時間を考慮しながら最
適なルートを決定する。

※R6リーディングDX　熊本市立桜山中学校報告書より
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校内研修（カリキュラムマネジメント）
夏休みに時間を取り、各教科で、教科等を横断する単元について考える活動。

※R6リーディングDX　熊本市立桜山中学校報告書より
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